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社外からの評価

近年、運用の投資基準として財務面だけでなく、環境（Environment）・社会（Social）・ガバナンス（Governance）要素も考慮した

ESG投資への関心が高まっています。住友林業グループは、2026年5月時点で下記のESGに関連した評価・表彰をいただきました。

%PX�+POFT�#FTU�JO�$MBTT�*OEJDFT（%+�#*$）

1999年に始まったDJ BICは米国S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス社が毎年公表するサステナビリティに関する株式指標で、持続可

能な社会の実現に取り組む主要企業を調査した最初のグローバルな株式指標です。企業を経済・環境・社会の3つの側面から評価・分析

し、持続可能性に優れた企業が構成銘柄に選定されます。

住友林業は、2026年5月に「Dow Jones Best-in-Class World Index」の構成銘柄に選定されました。当社は住宅建設業（対象16社）で

5年連続、最高得点を獲得。アジア・太平洋地域の企業で構成する「Dow Jones Best-in-Class Asia Pacific Index」にも選ばれ、「Dow

Jones Best-in-Class Indices」シリーズへの選定は2005年に初めて選出されて以来、今回を含め合計18回目です。

4�1�(MPCBM社のサステナビリティ格付けで最高評価獲得

住友林業は、世界的な社会的責任投資（SRI）分野の調査・格付け会社である米国のS&P

Global社が行ったサステナビリティ格付け「The Sustainability Yearbook - 2026 Rankings」に

て、当社が所属する産業区分「Homebuilding（住宅建設）」における最高評価の「Top 1%」

に選定されました。最高評価の獲得は8年連続となります。

2008年に「The Sustainability Yearbook」が開始されて以来、当社は住宅建設業において19年

連続で「持続可能性に優れた企業」として掲載されています。今回、それぞれの産業の「Top

1％」に選定された日本企業は当社を含む6社です。

S&P Global社は世界の大手企業9,200社以上を対象に経済・環境・社会面での取り組みについ

て評価し、そのうち 848社の企業を「持続可能性に優れた企業」としてS&P「The

Sustainability Yearbook - 2026 Rankings」に掲載します。日本企業では69社が掲載されていま

す。
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$%1����「気候変動"リスト」「フォレスト"リスト」

住友林業は、国際的な非営利団体であるCDPから最高評価である「気候変動Aリスト」企業に

10年連続選定され、新たに「フォレストAリスト」企業にも選定されました。

CDPは企業の温室効果ガス排出削減及び気候変動戦略に関する世界有数のESG 評価機関です。

世界の時価総額上位企業を対象に温室効果ガス排出削減活動や気候変動緩和対策の取り組みを

評価します。「気候変動Aリスト」、「フォレストAリスト」はそれぞれ気候変動・森林減少に

関する対策で特に優れた活動を行う企業が選定されます。

'54&�(PPE�(MPCBM�*OEFY

ロンドン証券取引所の子会社であるFTSE社による、環境（Environment）、社会（Social）、

企業統治（Governance）に関する世界基準を満たす企業評価。2004年より継続選定。
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(1*'が選定した�つの&4(指数構成銘柄に採用

'54&�+19�#MPTTPN�+BQBO�*OEFY

年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が2017年7月に選定した、日本株を対象とし

た指数の一つで、FTSE社によるESG評価指数。

'54&�+19�#MPTTPN�+BQBO�4FDUPS�3FMBUJWF�*OEFY

年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が2022年3月に選定した、FTSE社による

ESG指数の一つで、FTSE RussellのESG評価、カーボンインテンシティ（売上高当たり

の温室効果ガス排出量）、企業の気候変動リスク・機会に対する経営姿勢の3つの観点

で評価される選別型のESG総合指数。

.4$*日本×&4(ºë®Ç・éー¿ー¹指D

年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が2024年3月に運用を開始した、日本株を対

象とした指数の一つ。親指数であるMSCI 日本株 IMI指数の構成銘柄のうち、各業種内

でESG格付けの高い企業が選定される。

.4$*日本×女[Ë�指D

年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が2017年7月に選定した、日本株を対象とし

た指数の一つ。「MSCIジャパンIMIのうち 時価総額上位700銘柄」を親指数に、業種内

で性別多様性に優れた企業評価の指数。
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FTSE Russell (FTSE International Limited t Frank Russell Companyz登ô�·){、__wN ªÆXS�	Û2zH果、

FTSE JPX Blossom Japan Index組�入�zPL�ºkc、�£òÆÂ®¸zÖ成Ý�tvok_t�Ëc�e。FTSE JPX

Blossom  Japan Index{¯ìーÏêv£òÆÂ®¸ÖìÏ£¿ーsN�FTSE RussellXf成c、�«、�会、«ÏÉò¸

（ESG）wpPr特定z;応�行orP�日�-ÆzÐÔ¨ーÝò¸��定e�k�w設4a�k�zse。FTSE JPX

Blossom  Japan Index{´¸ÅÉÕê投ÇzÔ òÈ�)z金4�Ézf成・½価wÆ[q用a��e。

※

FTSE Russell (FTSE International Limited t Frank Russell Companyz登ô�·){、__wN ªÆXS�	Û2zH果、

FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative Index組�入�zPL�ºkc、�£òÆÂ®¸zÖ成Ý�tvok_t�Ëc�

e。FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative Index{´¸ÅÉÕê投ÇzÔ òÈ�)z金4�Ézf成・½価wÆ[q用a

��e

※

関連情報はこちら

FTSE JPX Blossom Japan£òÆÂ®¸・¶éー¹

MSCI®数�zN ªÆ株ä会�z組�入�、z�WEB´£ÇwV]�MSCIzì³、�·、´ーÒ¸Ýー®、®数Ø¿z�用

{、MSCIz���会�w��N ªÆ株ä会�z 援、推�N�P{Æ
宣伝s{vP。MSCI®数{MSCIz独占的Z�。

MSCIz�MSCI®数zØ¿tì³{、MSCIz���会�z�·�c[{´ーÒ¸Ýー®

※

https://www.ftserussell.com/products/indices/blossom-japan
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4�1�+19�ªーÛò・§Ô¢¶¦òÇ指D

日本取引所グループ、東京証券取引所及びS&Pダウ・ジョーンズ・インデックスが環

境指数「S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数」を共同開発し、公表を開始。年金

積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が、ESG 投資戦略のベンチマークとして環境指

数「S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数」を採用し、2018年度より選定。

.PSOJOHTUBS日本×式�·¦ò¿ー・¿£Ïー¶Å¢・Å¢êÇ指D

（�[3&*5）

年⾦積⽴⾦管理運⽤独⽴⾏政法⼈（GPIF）が2023年4月に選定した、日本株を対象とし

た指数の一つ。強固なジェンダー・ダイバーシティ・ポリシーが企業文化として浸透

し、ジェンダーに関係なく社員に対し平等な機会を約束している企業を選定。

40.10サステナビリティ・インデックス

SOMPOアセットマネジメント株式会社によるESG評価。SOMPOリスクマネジメント株式会社

の環境調査（通称「ぶなの森環境アンケート」）と、ESG経営調査を元に決定される。当社は

2013年度より継続選定。

*44�&4(「&4(�$PSQPSBUF�3BUJOH」

ISS ESGが実施する企業格付け「ESG Corporate Rating」において、当社はPrime Statusを取

得しています。

��W�z½F - 2K方針 - ESGÆー¾ - GRI¸¾ò¿ーÈ内?oÂ - SASB;¹¼



サステナビリティレポート2026 〈422〉

トップ

コミットメント

サステナビリティ

経営

事業とESGへの

取り組み
環境 社会 ガバナンス その他

iz)z評F・表¥実�à

Ø¿��= ½F ;Î-Æ�¼¥	�W�-Æ

�«»

S7回「ESGÔ £Éò¸・¡îーÈ・·âÐò」z「�«´¸ÅÉÕê-

Æ」w選定

N ªÆ

日�OÈ会d

OÈ-ê� ]人2026（大Lé]人ó門）「Úî£Ç500」w2年×�認定

N ªÆ

一m��]人日�¥ÂÈÆµ£ò¦会

11年×�s「¥ÂÈÆµ£òÏ」�*Ï

N ªÆ

N ªÆÚーßÅÂ®

N ªÆÚーß§ò·Ê¡éò¯

N ªÆ®ë¸Ç
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その他

https://www.env.go.jp/content/000291277.pdf

https://sfc.jp/information/news/2026/2026-03-10.html

https://sfc.jp/information/news/2025/2025-10-16.html

https://www.env.go.jp/content/000291277.pdf
https://sfc.jp/information/news/2026/2026-03-10.html
https://sfc.jp/information/news/2025/2025-10-16.html
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³ýZ�]人日�Æµ£ò振»会

「�x改 工] [�+2設軟��x;n＆ªーÛò¸ÇÂ®工]]」s2025年

度¯ÂÈÆµ£òÏ�*Ïc、「¯ÂÈÆµ£ò Ø¸Ç100」w選c

N ªÆ

特定非êq活動]人¬Â¹Æµ£ò¦d会

êーß§¡²ò1QtÛòA能pY換D��s子u�zOÈw��ckð内�

«�p[�「PRIME AIR©é·Éê全�óÛ¶¸Åß」X「S19回¬Â¹Æµ

£òÏ」�*Ï

N ªÆ

株ä会�oricon ME

「2025年 ©é²ò�rº足度èò¬ò¯」s、N ªÆÚーß´ーÒ¸{、

Ó動�°介z「'q 戸Wr」z�「ñ入 Ýò¶æò」z2èò¬ò¯s総�1

�w選c。N ªÆÚーßÅÂ®{、「ÔêéÔ¨ーß」s総�1�w選c

N ªÆÚーß´ーÒ¸

N ªÆÚーßÅÂ®
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https://sfc.jp/information/news/2025/2025-10-15.html

https://sfc.jp/information/news/2025/2025-08-20.html

https://sfc.jp/information/news/2025/2025-09-01.html

https://www.suminavi.com/campaign/oricon/

https://sfc.jp/information/news/2025/2025-12-01.html

https://www.sumirin-ht.co.jp/campaign/ranking/

https://sfc.jp/information/news/2025/2025-10-15.html
https://sfc.jp/information/news/2025/2025-08-20.html
https://sfc.jp/information/news/2025/2025-09-01.html
https://www.suminavi.com/campaign/oricon/
https://sfc.jp/information/news/2025/2025-12-01.html
https://www.sumirin-ht.co.jp/campaign/ranking/
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一m��]人work with Pride

õÝzLGBTQ²n�½価e�「PRIDE®·2025」s?高�z³ーêÈ認定�4

年×�s�得

N ªÆ

日»¡£・¡ーê株ä会�

「2025年度全ÖÝ-ÆÚーßÙー·Oö度èò¬ò¯」sN ªÆz「株�・

投Ç家z皆F�(IR´£Ç)」（https://sfc.jp/information/ir/）X「総�ó門」

「Æ$*ó門（W設Æ）」z2ó門s2年×�?高½価z「?�;´£Ç」w選

c

N ªÆ
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https://sfc.jp/information/news/2025/2025-11-17.html

https://sfc.jp/information/news/2026/2026-01-09.html

https://sfc.jp/information/news/2025/2025-11-17.html
https://sfc.jp/information/news/2026/2026-01-09.html
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大÷£òØ¸¾ー・éëー¶æò¹株ä会�

「大÷£ò¾ーÌÂÇIR¼¥2025」sN ªÆz「株�・投Ç家z皆F�(IR

´£Ç)」（https://sfc.jp/information/ir/）Xj年度�s2年×�s選ca�

k「� Ï」W�îòèò®¡ÂÖc、「�;Ï」w選c

N ªÆ

株ä会�ÕìーÈÏòÈº¬äéÅ¢

「Gomez IR ´£Çèò¬ò¯ 2025」s3年×�z「銅Ï」w選c

N ªÆ

日�-I新��

「S5回日-統�Q
�¡îーÈ」 s¯èòÖé�*Ï

N ªÆ
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https://sfc.jp/information/news/2026/2026-01-09.html

https://sfc.jp/information/news/2026/2026-01-09.html

https://sfc.jp/information/news/2026/2026-03-18.html

https://sfc.jp/information/news/2026/2026-01-09.html
https://sfc.jp/information/news/2026/2026-01-09.html
https://sfc.jp/information/news/2026/2026-03-18.html
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¯央õÆ能力開P¦会

「S63回　[能�¯全�大会」大工õ$s4年×�「金Ï」*Ï

N ªÆÚーß§ò·Ê¡éò¯

iF International Forum Design GmbH

世界3大Æµ£òÏ「iF DESIGN AWARD 2025」�*Ï

N ªÆ

-I�Æ»

-I�Æ»X定��「DX認定」��得

N ªÆ
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https://sfc.jp/information/news/2025/2025-10-22.html

https://sfc.jp/information/news/2025/2025-03-14.html

https://sfc.jp/information/news/2025/2025-07-02.html

2025年3月12日～2026年5月8日�szö績※

https://sfc.jp/information/news/2025/2025-10-22.html
https://sfc.jp/information/news/2025/2025-03-14.html
https://sfc.jp/information/news/2025/2025-07-02.html

